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ボモータのトノレク速度特性に含まれるトノレクの振動成分を明確にしたこと， ( 2 )とくに停動時の振
動をパラメトリック共振としてとらえ，この振動の安定性を論じたこと， ( 3 )サーボ機構用歯車列
のトルクヒステリシスおよび見かけの剛性率の減少を明らかにして，サーボ機構の微小振動の原因と
その防止の対策を明らかにし， (4) 乙れらの結果をサーボ式マニピユレータあるいは電子管式平衡
形記録計などのサーボ機構の設計に応用して，高性能のサーボ機構を開発したことである。
これらの成果は，二相サーボモータを用いたサーボ機構の性能向上に寄与すると乙ろが大きく，制
御工学ならびに工業技術上に多くの新しい知見を加えたもので，本論文は学位論文として十分価値あ
るものと認められる。
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